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•  農作物に応用されるゲノム研究に関する意識には、一般消費者、専門外研究者、専門家の間で意識の違いがみられる。 
























分の調査による態度構造分析」統計数理研究所Research Memorandum, In preparation.を改変 
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英語圏ではgenome editing（ゲノム編集）とgene editing(遺伝子編集）が互換的に用いられている。 
註２：本研究は、JST産学共創プラットフォーム共同研究推進プログラム（OPERA)「ゲノム編集」産学共創コンソー
シアム(領域統括：山本卓）および科学研究費補助金（基盤B, 16H04992, 代表：立川雅司）の成果の一部である。 
